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　　　　　　シン ガポ
ー

ルにおける福祉居住施設の 実態

　　　　　　　　　 国内 9 施設を事例 と して

The　Actual　Situation　of 　Weifare　Residential　FaCilities　in　Singapore

5．建築計画 一2．施設計画

福 祉居 住施 設 　　ナーシ ン グホ
ーム　高齢者

シ ン ガ ポール 　　ユ ニ ッ ト　　　　 居室
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　l司　　　　　ヵ口藤　　彰一 ＊ ＊

　　　 KATO 　Akikazu

　同　　　 毛利　志保 ＊＊ ＊

　　 MORI 　Shiho

AbstraCtThis
　study 　discusses 　the　actual 　situation　of　welfare

residential 　facilities　 in　Singapore ．　The 　faci］lties

management 　fbr　elderly　is　needed 　in　Singapore 　because

the　population　is　aging 　rapidly・The 　study 　aims 　to　use 　it

for　the　facitities　planning　in　the　future．

1．研究の背景 と目的

　 シ ン ガポール は東南ア ジ ア に 位置する小さな 国土 に 多

くの 人 口 を有する過密都市 国家 で あ り、多民族か ら構成

され て い る 。 現在シ ン ガポ
ール 国内で は 開発 が 盛 ん に行

われ て お り、そ れ に は日本 の 企業や建築家も多く参入 し

て い る 。 そ の よ うな発展 と共 に シ ンガポール に も高齢化

と い う社会問題が深刻にな りつ つ ある。現在の シ ン ガ

ポール に お け る高齢者人 口 は ま だ少な い が、高齢化 の 進

行 速 度 は か っ て の 日 本 を 上 回 る 予 測が立 て られ て お り、

来る べ き高齡社会 に お い て、福祉 に関する よ り
一

層 の 整

備が必要で あ る と考 え られ る。

　本研究で は、シ ン ガポール の 福祉居住施設 の 整備の 現

状を把握する と共 に 、 今後 の シ ン ガ ポール に お け る 施設

整備に生かすこ とを目的として い る。

2 ．研究の方法

　 シ ン ガポ
ー

ル の 人 口 構成や福祉制度な どの概況を把

握 ・整理 す る。また、2010 年 8月 23 日
〜9 月 1 日 の

問に、シ ン ガポ
ー

ル国内の福祉居住施設 9施設に っ い

て 視 察調 査、職員また は施設長へ の ヒ ア リン グおよびア

ン ケ
ー

ト調査を行 っ た
判

。そ れ に よ り施設 の 建築計画

の 特徴を 整理 す る と共 に、施設種 ごとの 傾向を分析す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15s

3 ．シ ンガポール の 施設整備の概要

3−1 シンガポール の概要

シ ン ガポール は、東南アジアの マ

レー半島の 先端 に 隣接す る シ ン ガ

ポール島と周辺 の 島を領土 とする国

家 で あ る。多民族か ら形成さ れ る シ

ン ガポール は、外国人労働者の受け
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入れに も非常 に 積極的 な 国 で あ り人 口 の 約 25 ％ は 外 国

人 で 構成されてい る。 高齢者人口は現在 8．7％ と少ない

が、2030 年 ま で に は 19％ に 達し、 そ の 高齢化 ス ピー

ドは 日本を上回 る 。 （図 1＊ 2

）

3−2　福祉施設整備の 方針と制度的枠組み
＊ 3

　シ ンガポール で は高齢化社会へ の 対応として高齢者 の

入居施設を増やす方針 で ある。そ の 中で 最も整備が 進 め

られようとして い る の はナ
ー

シ ン グホ
ーム で あ り、現在

で も 全体 ベ ッ ド数 は 9，200 床 と居住施設 で 最 も普及 し

て い る。今後 10 年間で VWO ＊ 4
と民聞運営の もの を合

わせ て 14，000 床 ま で 増や す見通 しが 立 て られ て い る。

　また、今回調査 を 行 っ た施設 は 4 施設種 で あ り、表 2

の ような制度 の 枠組み に分けられる 。

　 　 　 　 　 　 　 表 1調査施設の制度枠組み

管轄 施般 種 概要

保健雀 ナ ーシ ン グ ホ 主 に 高齢 者
・
綛知 症患看 を対 象 と し た ケ ア 施 股．

一ム WO が 運 営 して い る もの と 民 闘運営の も の に 分

け られ る。国 内に W冊 運営 29施 設、民間運 営 32
施設。

精 神 科 ナ ーシ 主 に繕 神科 患者 を対象 と した ケア施毆。
ン グホーム 圏 内に 3施 設。

社 会 開 ウ エ ル フ エア 貧困者．扶養者の いな い 困窮者を収容し．介議や

発 ス ボ 一ホーム 社歯 復帰の 援助 をする ための 旛般 。施設 に よ り、
一

ツ省 そ の 対象者 はホーム レ ス か ら児奩 、精 神科 患者 ま

で さま ざまで ある。　国内 に lO施 設。
レ ジ デ ン シ ャ 貧 困者や扶 養者 がいな い、先天性 知的 障害者を 対

ル ホ
ー

ム 象と した施 設．国内 に 成人 向 けの 施設 が 6価 設 。

3−3　ナ
ー

シングホ
ー厶 の ガイ ドラ イ ン

　ナ
ー

シ ン グホ ーム の 設置に係 る推奨基準 を示 した

2002 年 に発行 さ れ た ガ イ ド ラ イ ン
＊ 5

よ り、入居 者 の

居室 ・生活空間に 関す る もの は、「1ベ ッ ドにつ き最低

6  を確保」、「そ れぞれ の入居者 にっ きベ ッ ド
・枕、ロ ッ

カ
ー ・イ ス 等を用意 する」 「ユ ニ ッ トごとに 60   の デイ

ル
ー

ムを設ける」 な どの 事項が示 さ れ て い る。また こ の

ほ か、「ス タ ッ フ 寮を 施設 に 含 む こ と」 「200 床程度 の

施設 が 望ま しい 」 とい っ た こ とが記され て い る。

4 ．シ ンガポール の福祉居住施設計画の 実態

　表 2 に調査事例 の施設概要、お よ び施設構成 ・ユ ニ ッ

ト構成を示す ． ま た 図 2 に基準階平面図を示す。

牛 1 施設に共通 してみ られる特徴
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  大規模な施設計画

　200 床程度 の ベ ッ ド数を持 っ た施設 が ほ とん どで あ

り、比較 的大規模 な 計 画 が多 い 。 国 土 が 狭 く国民 の

80 ％ が公営の高層集合住宅 に住ま うシ ン ガポ」 ル に お

い て は適正な規模 で ある と考えられ る。

  外国入 ス タ ッ フ寮

　ケアス タ ッ フ の ほ とんどは外国人 で 構成され、外国人

寮 が 施設内 の 施設上階や各階 の
一

部 の エ リア に 併設 され

て い る。 寮の設置は外国人ス タ ッ フ の 住処の 確保 とい う

面だけ で な く、夜間 に も ス タ ッ フ が施設内に多 く滞在 し

て い る とい うこ とか ら、入居者の 安全 ・安心 に っ なが っ

て い る 。 多民族か ら形成さ れ 、外国人労働者を積極的

に受け 入 れ る 国 で あ るか ら こ そ の特徴 で あると言 え る。

  気候 ・風 土 に 関 連 し た計 画

　冷房は入居部分に 関 し て整備さ れ て い な い 場合が多

く、コ ス ト低減 ・通風 の

ため壁 の 設置も最小限で

あり、デイエ リア 等、壁

を持たな い エ リアも多数

存在す る （写真 1）。衛

生面
・快適環境か らも通

風 ・換気 を 重視した形態

（ル
ー

バ
ー

・ ヴ ォ イ ドの
写真 1

P2 施毅

腰 壁の み の 居室 〔Nl〕　　　　　　　 R1 施殴　　　　　　　　　　　
　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 図 2　調査施設の 擺要、施設構成および居室構成

　 表 2　躙査 施設 の概 要、施 設構 成お よび居 室構 成

施酘種 ナ
ー

シ ングホーム （NH ｝ 神科ナ
ー

シン グホ
ー

ム （PH ）ウ ェ ル フ ェ ア
ー

ホ
ー

ム IWH ） レジ デ ンシ ャ ル ホー厶 〔RH ）

施 殴 名 M 施 設 M2施 設 旧 施設 Pl施設 P2 施殼 閉 施設 麗 施 設 団 施 設 殴2肆穀

開 設 年 2003 1999 2000 2006 2005 2002 騒002 2001 1998施
設

概
要

定員 約 200 210 401 192 208 213 235 畳16 132

入居看 の概要

笶入 鼠暑の 症状
　 平均年齢
　 　 な ど

副 駄 團踟症

贓 〕歳
肚

潤瞼 隴 臨 認睫 L
黻

黼
〔
一
灘

際 歳

黼 瓢
齪 1〔覧

轍
拙 夙瓢
嬲 2歳
嬲

黼
聯 〕歳
眦

鋤

覊
入階 齢16歳宀伍 歳

騰

平欟 4赧

ユ ニ ッ ト規模 21n司0人 30人 釦 入前後 48人 32〜35人 ユニ ッ トなし ユ ニ ッ トな し ユ ニッ トなし ユ ニ ッ トなし

ユ ニ ッ ト付属 室 食堂 兼デ イ
ス ペ ース 、
譌

食 堂．リビン

グ、国S
食堂 兼 デイ
ス ペース 馬
聡

食堂兼デ イ
ス ペ ース 、
認

ソ フ ア コ
ー

ナー、器

施

設
構
成

施設 内 共通 施 設 娯 楽 室、リ
ハ ビ り室 ．
図 書室．カ
フ ェ 、膣上

多目的窒 、リ
ハ ビり室、庭
園

カ フ ェ テ リ
ア、工 儷 、
多目的室 、
ラ ウン ジ、
教会．プー
ル

な し （ユ ニ

ッ ト外 に 出
られない ）

大食堂兼多
目 的 ホ ー
ル 、作衆場．
リ ハ ビ リ

窒、礼拝所 ．
外 部休 趨 エ

リア

大食堂兼 多
目 的 ホ ー
ル 、各フ ロ

アの ラ ウ ン

ジ、｛アクテ
ィ ビテ ィ セ

ンタ
ー

）

大 食堂兼 多
目 的 ホ ー
ル、工 作室．
り ハ ビ リ

室．屋 上広
場 、（ア ク

テ ィ ビテ ィ

セ ンター）

大盆 堂兼多 目
的 ホール ．ア

ク テ ィ ビテ ィ

ホ 「 ル

大 食堂 兼 多
目 的 ホ ー
ル 、リハ ビ
リエ リア 、
蜈 楽 エ リア

居 室規 模 3一瑠 床室 2M6 床室 1−6床室 12床室 4〜置｝床 6床室 3− 10床窒 1B，12床室 6〜8 床室

1 人 あた り面積 5   5．5   58r   5．8   E75   3．3   3，7  46m
’

3，1  

居室 壁 両 腱 開 ロ壁 壁 狸 黼 驪 壁、腰壁 開口壁 壁居

室
構

成
家異

・
収納 ベ ッ ド片側

小さな収納

ベ ッ ド両側
蹴

ベ
ッ ド片側

小 さな靫納
なし ベ ッ ド片側

小 さな収 納
居室内

一
括

小さな収納

ベ ッ ド片側
小さな鵬納

ベ ッ ド片側
小 さな収納

居窒内一括
小 さな収 納

カーテ ン あり あり あ り な し あ り

（響知鹿 ・弁
齢 ツト）

なし な し な し な し
．
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多用 ・通風用 ペ リ メーターゾー
ン （P2 施設））を と っ た

施設が多 く見られ、風通し の良さ がシ ン ガポ
ール に おい

て は 重要課題とな っ て い る 。

42 　入居者の特徴

　施設種別 の 主 な入居者の 症状は概ね表 2 に 示 した枠

組み通りで ある 。 しかし、N3 施設、　 PH の P1、　P2 施

設で は主な対象は 定ま っ て い るもの の 、異な っ た症状の

入居者が
一
部 混在して い る場合があるこ とが分か っ た。

4−3 施設構成

  ユ ニ ッ ト構成 に つ い て

　NH の N1 、N2 、N3 施設 と P1 施設 で は 食堂 ・デ イ

ス ペー
ス とナ

ー
ス ス テーシ ョ ン （以下 NS．）を 含む ユ ニ ッ

トが構成され て お り、入居者の 生活の ほ とん どはユ ニ ッ

ト内で行われてい る （写真 2）。 P2 施設で はユ ニ ッ トに

分けられて い たが、食堂は な くユ ニ ッ ト内は生活空間と

して は 計画されて い な か っ た 。 そ の ため、一
部 NH と同

様に高齢認知症患者を対象と したユ ニ ッ トで は、建築計

画 と介護計画 が不
一致で あ る場面が見 られた。またWH

お よ び RH の W1 、W2 、R1、R2 施設につ い て はユ ニ ッ

トが 明確に 分 け られ て い な い 。こ れ は 看護 ・介護よ り、

困窮者 の収容とい う目的

が よ り強い た め で あ る と

言 え る。

　ユ ニ ッ トの規模につ い

て は、Pl施設 は 48 床、

他 の 施設は概ね 30 床前

後 で あり、全体的に大き

な単位で ユ ニ ッ トが組ま

れ て い る。

写真 2 食堂兼 デイス ペ
ー

ス （N3）

  施設内共通アクテ ィ ビ テ ィ 施設に つ い て

　入居者集約型大食堂 （兼多 目的ホ ール ）（写真 3）を

持 つ 施設 は ユ ニ ッ ト内に食堂が設け られ て い ない P2 施

設、WH の W1 、　W2 、　 RH の R1、　R2 施設 で あ る。こ

れ らの 施設 で は 入居者 が施設内に設 け られ た多様な場所

からそれぞれ の 居場所を選択 して い た。また、P1 施設

を 除く全 て の施設が リハ ビ リや娯楽 に つ な が る ア ク テ ィ

ビテ ィ ス ペ
ー

ス を有 して い た 。

　ま た、入居 者 400 人

を 超 え る N3 施設 で は特

に豊かなアクテ ィ ビテ ィ

施設を持 っ て い た。また、

W1 、　 W2 施設 は同
一

敷

地内に あ る別 々 の施設 で

あ る 。 こ の 敷地 内に は全

6 施設の ウェ ル フ ェ ア
ー 写真 3 大食堂兼多目的 ホ

ー
ル 〔W1〕

ホ
ー

ム があり、敷地内の 施設が共通 し て 利用 で き る ア ク

テ ィ ビ ティ セ ン ター
（300 席 の シ ア ター

ホ
ール 、調理 室、

工 作室 な ど） が 存在 して い る。大 規 模な 施設 の 効 率 的 な

運営 に よ っ て 、充実 した ア クティ ビ テ ィ を提供 しや す く

なる とい う利点が感じ ら れ た 。

44 居室構成

  規模

　 NH の N1、N2、N3

施設とWH の W1 、　 W2 、

お よ び R2 施設 で は 6 床

室前後 の 比較的小規模 の

居室が多 く設け られ て お

り、Nl 施設 で は個室も

多 く設け ら れ て い い た 。

PH の Pl、
　 P2 お よ び Rl 施設で は 12 床以上 の大部屋

で あ る 。 （写真 4）小規模の居室は家庭らし い ス ケ
ー

ル

感を生みだ し、大規模な居室 は見守り ・看護 ・介護の し

や すさ 、
コ ス トの 低減な どの 利点が生まれる。

  1人あたり面積

　主要居室 に おける 1人 あた り面積
＊ 6

を算定 した 。

　 NH および PH の Nl、　 N2、　 N3、　 P1、　 P2 施設 で は 5

  以 上 の 面積を有 して い る。ま た、WH の W1 、　 W2 お

よ び R2 施設 で は 3   程度、居 室 の ベ ッ ド数が多 い R1

施設 で は 4．6  の 面積を有し て い る。

　よ り広 い 居 室 面 積は入 居 者 に と っ て の快適 さ と看護 ・

介護 に 適 した 環境づ く りへ 寄与す るが 、 よ り狭い 居室面

積は 、 低コ ス トで多人数の 収容 が 可能とな る。施設種 に

よ っ て は っ き りと傾向が別れたのは、それぞれの 施設種

の前提に よ る もの で あ る と考 えられる。

　また、大部屋 で あるほ ど居室内の 通路の ための 面積が

大き くな り、面積 は増大し てい る も の と考え られ る 。

  壁面

　居室壁面 は 腰壁、（建物形 状）、壁、開 口 壁
＊ 7
、に 大

きく分ける こ とが で き 、 施設種 に よ る
一
定の傾向 は 見せ

な か っ た 。 見通 し の 良 さ と通 風 を最 も確保で き、低 コ ス

トな 腰壁 （建物形状） は N1、　 PH の P1、　 P2 、　 WH の

W1 、　 W2 施設 で み られた。ま た、家庭 らしい ス ケ
ール

感を確保で き る 壁 は N3、　 W2 、　 R2 施 設で み ら れ、ど ち

らも確保 で きる開 口壁は N2、　 Rl 施設 で みられた 。

  家具 ・収納

　家具 につ い て は 全 て の施設に お い て個人の イ ス な どは

なく、収納家具 の み で あ っ た 。 N2 施設が最 も充実し た

収納家具を備 え て お り、私物 の 表出もみ られた （写真 5）。

他 の施設 で は ベ ッ ドの 片側 にベ ッ ドの 高さや腰程度 の 高

さまで の 小さな収納が備えられて い るの みで あ り、個性
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を表す よ うな私物 の 表出

は ほ ど ん ど見 ら れ な か っ

た。ま た、Pl 施 設 で は

ベ ッ ド周辺や 居室内に収

納 は 見 られず、W1 、　 R1

施設 で は居室内に
一

括 し

て 個人 の 収納 ス ペ ー
スが

とられ て い た 。

  カ
ー

テ ン

　カ
ー

テ ン は高齢者 ・認知症を対象 とした、NH の Nl、

N2、　 N3 施設 お よ び、　 P2 の 認知症 ユ ニ ッ トお よ び介護

度 の 高 い 精神性患者 の ユ ニ ッ トの み 設置 さ れ て い た 。

高齢者 ・認知症患者 よ りも精神性 ・知的障害の 患者 に対

して の プ ラ イバ シ ー保護 の 概念が 弱い と考 え る。

45 制度枠組みと建築計画

　制度枠組み と建築計画 に整合性 が あるかを、明確 に傾

向があらわれた NH と、その 他 の施設に分けて分析す る。

  ナーシ ン グホ ーム

　 NH3 施設は 施設計画の 傾向が類似して お り、他の

施設 とは異な っ た傾向を示 して い る こ とが分か っ た。 よ

り家庭 らし い 小さな ス ケ
ー

ル で の 生活範囲や生活空間を

有 した 計 画 とな っ て い る。こ れ は 認 知症 に は家庭 ら しい

日常 に近 い 生活を送 る こ とが必要で ある と い う認識 に よ

る もの で ある と考 え る。しか しガイ ドラ イ ン と比較す る

と、1 人あ た り 6   とい うガ イ ドライ ン が 守られ て い る

施設は なく、ベ ッ ドが 詰め 込 ま れて い る状態 で ある こ と

が分か っ た 。 表 3 に NH の計画特徴をまとめる。

　 　 　 　 　 　 衷 3 ナーシ ン グホ
ー

厶 の計画特徴
計画 の 特徴

ユ ； ツ ト構 食堂、丁 イス ベ ース ．幡 か らなる ユ ニ ッ トを　 つ 。
ユ ニ ッ ト規模 30床程度。

施 般内ア 　テ イ ヒテ ィ リハ ビリ ・姐棄に　　 る エ リア を持 つ 。
居 壅 面 積 5nf惣6  

居 　 規 模 常 6　 前 　．魍 窒 や 2 人部 壓 も い （ つ か 見 られ る 。
壁 面携 成 施唇殳に よ りさまざま。一　の 傾向 はない 。
家 奥 ・収 靹 ベ

ッ ド　に 収納を待 つ 。容　 の 少な い 小さなもの が
多い 。

カ
ー

予 ン カ
ー

テ ン 設 置 。

  その 他 の 施設

　精神科ナ
ー

シ ン グホ
ーム は、見通 しが良くベ ッ ド数 の

多 い 居室を有 し、NS を持つ ユ ニ ッ トが 形成され て い る

点にお い て 共通 して い る。 主な生活 を過 ごす場所 に っ

い てはユ ニ ッ ト内外 と施設 に よ り異な っ た傾向を示す 。

　ウェ ル フ ェ アーホーム は 、施設構成 ・
居室構成の両方

に お い て概ね似た傾向を示した 。 両者とも特に 基本的に

は 明確な ユ ニ ッ トの 線引きがな く、居室 の 在 り方 も似 ．

通 っ て い る。集約型 の 大食堂を有し施設内を自由に 動け

て居場所を選択 で きる。

　 レ ジ デ ン シ ャ ル ホ
ーム は、居室 の 構成に 関 して は ほ と

ん ど
一

致 しなか っ た が、おおまか な施設構成は
一

致 した。

両者 と も特 に 明確なユ ニ ヅ トが 設けられ て お らず、集約

型 の 大食堂を設け、施設内で 居場所を選択 で き る 。

・そ の 他の 施設 の 計画 の 不整 合 と全体 の 傾向

　 同
一

敷地内にあるウェ ル フ ェ ア
ー

ホ
ー

ム以外、全体 と

して
一

致 し た傾向を示 さなか っ た 。 こ れは、全体 の 施設

数 が 少な い ため、まだ望 ま しい 計画の 模索段階にある こ

と が要因 と し て考え られ る 。

　大き な傾向と して は P1 施設を 除くそ の他全ての 施設

に おい て、集約型 の 大食堂を有して お り、精神性 ・知的

障害の 入 居者を対象 と し た施設 として、施設全体に 色々

な 場所を 設 け る こ とで 、入 居者 に よ り 自由度 の 高 い 居場

所の 選 択 性 を 与 え て い た。

5 ．ま とめ

　本研究で シ ン ガポール の NH を始め とする福祉居住施

設 の大 まかな施設構成、居室構成 の 特徴を把握で き た 。

  高齢者 ・認知症患者を対象 とす る ナ
ー

シ ングホーム と

精神性患者 ・知的障害患者を対象 とした他 の施設 で は建

築計画が大き く異な っ て い た。ナ
ー

シ ン グホ
ー

ム で は よ

り家庭らしい 生活を重視 した施設計画（食堂 ・デイス ペー

ス を持つ ユ ニ ッ ト、よ り広い 面積）がされ て い る。

  個入 の ベ ッ ド周 りに おい て は、ガイ ドライ ン に 満たな

い 、十分な ス ペ ー
ス ・家具等 を 持 た な い プ ラ ン を有す る

場合 が 多い こ とが分か っ た。

  1 っ の 施設 で患者の 症状が混在して い る場合、建築

計画の基本構成は
一
様で あ る ため 、 建築計画 と看護 ・介

護計画 の 不
一

致が生 じて い る。

  比較的大規模な施設 で あるシ ン ガポールの施設で は 、

大規模化の 利点を生か して より豊かなア クテ ィ ビテ ィ を

提供するハ
ー

ドを備える こ とが可能 とな っ て い た。

施設整備 の 課題

　個人 の ベ ッ ド周 りの 空閤 につ い て、家具や面積 の 充実

化な どに よ り、そ の 人 らし さが表れ る ベ ッ ド周 り空間を

形成 し て い く必 要 が あ る。ま た、認 知症 や 精神性の 患 者

が混在 する 場合、症状 に よ っ て きめ細か く計画 す る、ど

ち らの症状に も対応 で き る建築計画を行 うとい っ た工 夫

が求め られ る。
＜ 註 ＞

1） 入居 者 概要 や生活 様態に つ い て の内容。た だし事例 に よ D 設問 回

答率 にばらつ きが あ る。
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Ministry　of 　Community 　Development 　and 　Sports　HP ：http：〃 appL

mcys ．gev．sg ／

4） VolWhtaiy　Weifare　Organizatienニシ ン ガポール の 非営利福祉 団体。
5） A　Guide　book　on 　nursing 　homes　／　Teo　Her　Tee，　2002、　 http；〃 www ．
moh ．gov．sg ／mDhDorP ／uploadedFi 】es ／Publicatiens／Guidelines／guidebook＿on ＿
nlliEing ＿homES ．pdf
6）施設 の 主 た る 居 室プラ ン に おけ る 居室 内の トイ レ や 外廊下等を 除
い たお お よその 面積。
7）居室 の廊下側に、建具 に よ る窓が つ い た 壁。
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